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する。        
（7）分析の際は、必ず、グローバルな観点からの分析によって全体的な傾向を踏まえた上






























2.3 『総合的会話分析』に適した『基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for 
Japanese: BTSJ）」の開発の趣旨と活用法 
 1990 年代初頭、当時使っていた CHILDES（MacWhinney & Snow 1985）が、大人の日本
語会話の文字化には適さないことを感じたことがニーズとなって、CHILDES を参考にし
ながら、BTSJ の前身を考案した。その後、試行錯誤を重ねた結果、1997 年に「BTSJ (Basic 
Transcription System for Japanese)」として公開した（宇佐美 1997）。その後、改訂を重ね、
現在は、「基本的な文字化の原則(Basic Transcription System for Japanese: BTSJ) 2015 年版」（宇
佐美 2015）5として、WEB 上で公開している。また、対照研究にも役立つように、BTSJ
をベースに、各言語の特徴を考慮して、中国語版（Basic Transcription System for Chinese: 
BTSC）、韓国語版（Basic Transcription System for Korean: BTSK）、英語版（Basic Transcription 




































2.4 BTSJ のルールのポイント 


















例 1 同一話者が複数の発話文を話す場合 
 
1 A いや、や、や、やっぱり天気のほうがいいかな。 
→2 B 天気のほうがいいですね。 
→3 B 断然天気のほうがいいですね。 




この場合、例 2 で示すように、話者が交替しても同一話者によって発せられた、2-1 と 2-2 
とで 1 つの発話文とみなす。 
 
例 2 1 発話文の途中に相手の発話が入った場合 
   1 A もう、もろ駅前商店街。 
→2-1 B 北浦とか、もっと、それよりもっと,, 
3 A そうそうそうそう。 
→2-2 B 駅前。 
4 A あの、「店名」とかの近くです。 
 























































話者 発       話       内       容 文末 
終助
詞 




6 6 * JOM02 <「JBM03姓」>{>}さん。 NM na 
7 7 * JOM02 よろしくお願いします。 P na 









ラインが 2 行にわたっていても、69-a、69-b で「1 発話文」であるということを示す（表
2 ）。 
 



















ル.xltm』、『BTSJ 複数ファイル自動集計システム.オリジナル.xlsb』の 2 つのファイルから
なっている。BTSJ のルールに関する「エラーチェック機能」や、独自のショートカットキ
ーなどの、文字化の「入力支援機能」、及び、記述統計に必要な基本的な分析項目の「自動













話者 発       話       内       容 
終助
詞 
73 69-a / F05 校長と教頭のやつはね&、、 ね 















4 『総合的会話分析』に基づく研究―『BTSJ 日本語自然会話コーパス（2018 年版）』を
用いたもの 
 
 ここでは、簡単に『BTSJ 日本語自然会話コーパス（トランスクリプト・音声）2018 年
版』（以降、『BTSJ 自然会話コーパス』と略記）、及び、共同構築型多機能データベースで
ある『自然会話リソースバンク（NCRB: Natural Conversation Resource Bank）』を使った「自
然会話を素材とする WEB 教材」（以降、NCRB と略記）の作成方法についても簡単に紹介
し、『総合的会話分析』による研究の例を示すとともに、『BTSJ 自然会話コーパス』と連動




















































































































（その後 2015 年に一部改訂）（宇佐美 2011）であり、その後、さらにデータを拡充整備し


























本稿は、2018 年 8 月 3 日（金）、2018 年日本語教育国際研究大会（ICJLE2018）おいて
行った、『国立国語研究所連続講義』2 に基づくものである。 
また、本稿で扱った『BTSJ 日本語自然会話コーパス（略称）』、『Natural Conversation 
Resource Bank: NCRB』は、国立国語研究所の機関拠点型基幹研究プロジェクト「日本語学
習者のコミュニケーションの多角的解明」(平成 28 年 4 月～) のサブプロジェクト「日本
語学習者の日本語使用の解明」（リーダー：宇佐美まゆみ）https://ninjal-usamilab.info、およ












2 オンライン申請者に無償配布している。URL: https://ninjal-usamilab.info/form/corpus/index.html 
3 扱うテーマの関係上、宇佐美（2013、2015 等）と一部重なる内容や記述もあることをお断りして
おく。ただ、より詳しく知りたい方は、それらの論文を参照されたい。 
4 『BTSJ システムセット（略称）』には、TSV ファイルへ出力する機能もあり、NCRB との連動や
形態素解析の分析等、興味に応じて様々な形でデータを扱うことができる。 
5 http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsj2015.pdf 
6 中 国 語 版 （ BTSC ） http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsc.pdf 、 韓 国 語 版 （ BTSK ）
http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsk.pdf 









Budds, K., Locke, A. and Burr, V. (2017) ‘Using Discourse Analysis in Social Psychology’ in Brooks, 
 
J. and King, N. (eds.). Applied Qualitative Research in Psychology. Palgrave Macmillan. 
MacWhinney, B. and Snow, C. E. (1985) The child language data exchange system. Journal of Child 
Language 12: 271-296. 
Snow, C. E. (1992) Perspectives on Second-Language Development: Implications for Bilingual 
Education. Educational Researcher 21 (2): 16-19. 
Snow, C. E., Perlmann, R., Gleason, J. B. and Hooshyar, H. (1990) Developmental perspectives on 





西原鈴子・西郡仁朗編『講座社会言語科学 第 4 巻 教育・学習』，ひつじ書房：150-181. 
宇佐美まゆみ監修（2011）『BTSJ による日本語話し言葉コーパス（トランスクリプト・音















パ日本語教育』第 23 号． 
宇佐美まゆみ・中俣尚己（2013）「『BTSJ による日本語話し言葉コーパス（トランスクリプ







ーション教育のために－」）『ヨーロッパ日本語教育』第 22 号，285-290. 
萩原 孝恵（2017）「教科書会話 vs. 自然会話 ―カラとノデの語用論―」（パネル「『BTSJ
日本語会話コーパス』を活用した教材作成への提案 －ヨーロッパにおける自然なコミ




宇佐美まゆみ研究室 HP https://ninjal-usamilab.info/lab/ 
「基本的な文字化の原則 (Basic Transcription System for Japanese: BTSJ)について」
https://ninjal-usamilab.info/about_btsj/ 














『自然会話リソースバンク（ Natural Conversation Resource Bank ： NCRB ）』
http://ncrb.ninjal.ac.jp/  
研究用に自然会話データを登録・ダウンロードするための入り口と、教材用として、
自然会話を素材とする教材を登録・利用するための入り口がある。（2019 年度中に一
般公開予定） 
